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各ミ ッ シ ョ ン を 達成す る た めに は、 各種施策を 戦略的に 実施し て い く 必要があ り ま す。

ガイ ド ラ イ ン では、 それぞれのミ ッ ショ ン に対し 1 0 の戦略を 設定し 、 王子ら し いまち づく り

の取組みを 進めていき ます。

（ 1 ） 　 交通拠点機能の強化

ミ ッ ショ ン： 駅前を 歩行者へ開放

戦略１  駅前の歩行者空間の拡充

戦略２  駅と まちを つなぐ 歩行者ネッ ト ワーク の拡充

戦略３  だれも が安全に利用でき る駅前空間の形成

戦略４  分かり やすく 利用し やすいバス等の乗り 場形成

（ 2 ） 　 にぎわいと 活力の創出

ミ ッ ショ ン： まちににぎわいを 波及

戦略５  都市機能が集積し た新たな拠点の形成

戦略６  にぎわいを つなげるネッ ト ワーク の形成

（ 3 ） 　 自然･文化･歴史資源の活用

ミ ッ ショ ン： まちの資源を 活用

戦略７  王子の顔、 飛鳥山公園の魅力の強化

戦略８  自然・ 文化・ 歴史に触れる機会の創出

（ 4 ） 　 防災性の向上

ミ ッ ショ ン： 安全安心を確保

戦略９  災害に強い住環境の形成

戦略1 0  発災時に備えたまちの災害対応力の強化

0 4 まちづく り の戦略
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ミ ッ ショ ン： 駅前を 歩行者へ開放

▼駅前の歩行者空間拡充イ メ ージ

歩行者

車両

人が回遊できない

車が行き かう 駅前

駅前を

歩行者の空間へ

○王子駅の駅周辺部は、 歩行者空間の創出や道路空間の再配分、 地上レ ベルを 中心と し た

ネッ ト ワーク の強化により 歩行者中心のエリ アに変貌し ます。

○北口・ 中央口・ 南口の３ つの駅前広場で 機能を 分担し 、 利便性と 快適性を 備え た交通

結節機能を 確保し ます。

○堀船・ 栄町から 駅や新庁舎等へのアク セスを 支える 道路を 確保し 、 石神井川などによ る

分断を 解消し 、 駅前の歩行者空間の創出を アシスト し ます。

王子駅前は明治通り や北本通り と いっ た広幅員の幹線道路に囲まれている ため、 歩行者空間が

逼迫し ており 、 歩行者の自由な流れが制約さ れ、 活動が制限さ れています。

新庁舎整備や民間開発等により 歩行者空間を創出・ 拡充し 、 駅から まちへ繰り 出すために待合せ

をし たり 、 ちょ っ と し たイ ベント を行っ たり でき る、 人の居場所と なるよう 、 より 快適で魅力的な

王子駅前を目指し ます。

4 . 1 まちづく り の戦略

（ 1 ） 　 交通拠点機能の強化

駅前の歩行者空間の拡充戦略１

王子駅周辺まちづく り

ガイドライン
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▼歩行者ネッ ト ワーク の拡充イ メ ージ

▼バリ アフ リ ールート の拡充イ メ ージ

高齢者、 障害者を はじ めと し た さ ま ざ ま な 人の公共交通の利用に 配慮し 、 バリ ア フ リ ー

乗り 換え ルート の拡充と あ わせて 分かり やすい 案内表示を 整備し 利用し やすい 駅前空間を

形成し て いき ま す。

王子駅周辺は、 歩行者が自由に移動し 、 地上レ ベルを 中心と し たまち を 回遊する ためのネッ ト

ワーク を 拡充し ます。 歩行者ネッ ト ワーク 沿道は、 にぎわいや緑を 感じ る こ と ができ る 、 歩いて

楽し いウォ ーカ ブルなまちづく り を 目指し ます。

崖線や道路に

阻まれ

人が回遊

できない

崖線の克服、

広場の配置

により

回遊でき る

駅前へ

バリ アフ リ ールート が
分散化

車両と の交錯や

立体横断による

歩きにく さ

メ ト ロ

メ ト ロ

南口

中央口

北口

バリ アフ リ ールート を
2 ルート 確保

歩車分離や平面横断

で安全に歩ける

メ ト ロ

メ ト ロ

南口

中央口

北口

駅と まちをつなぐ 歩行者ネッ ト ワーク の拡充戦略2

だれも が安全に利用でき る駅前空間の形成戦略3



3 9まちづく り の戦略　

▼分かり やすく 利用し やすい乗り 場形成イ メ ージ

王子駅周辺には多く の路線バス ・ 高速バス が乗り 入れて いま すが、 駅から 離れて いた り 、

分かり にく かっ たり と いっ た課題があり ま す。

分散し た バス 乗り 場を 再編成し 、 南口広場と の機能の棲み分けを 行いな がら 、 様々な 交通

モード が分かり やすく 利用し やすい乗り 場の形成を 目指し ま す。

駅から 近く 、
使いやすい乗り 場

ゆっ たり

近づける

駅から 遠く
分散し たバス乗り 場

遠い
狭い

分かり やすく 利用し やすいバス等の乗り 場形成戦略4
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▼交流軸の形成イ メ ージ

▼拠点形成イ メ ージ

駅と 地域を つなぎ、 さ まざまな

アク ティ ビ ティ が生まれる よ う な

交流の場を 形成し ます。

住民や学生が連携する などまち

に活気が生まれる 仕組みづく り を

推進し ます。

さ まざまな交通が集まる 王子駅

の利便性を 活かし 、 駅周辺の施設

や建物の建替えなどに応じ て様々

な機能を 確保する こ と で、 多様な

人々が集い、 出会い、 交流す る

新たな拠点を 形成し ます。

○駅周辺の土地の高度利用の促進等によ り 、 商業・ 業務・ 文化等の多様な都市機能が集積

する「 にぎわいと 交流の拠点」 の形成を図り ます。

○駅を 中心にまち なかを 回遊する 歩行者ネッ ト ワーク を 形成し 、 駅前の活気と にぎわいが

周辺へと 波及するまちづく り を 推進し ます。

建替えに応じ た

機能の更新・ 導入

新たな拠点の形成

人々が集う

アク ティ ビティ の場へ

駅と 地域がつながる

ミ ッ ショ ン： まちににぎわいを波及

都市機能が集積し た新たな拠点の形成戦略5

アク ティ ビティ を生み出す交流軸の形成戦略6

（ 2 ） 　 にぎわいと 活力の創出
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▼地域資源ネッ ト ワーク イ メ ージ

▼飛鳥山公園の魅力強化イ メ ージ

王子駅の西側には都内でも 有数の桜の名所

で ある 飛鳥山公園が広がっ て いま す。 その

歴史は長く 、 約 3 0 0 年前から 続く 行楽地と

し て時代を 超えて親し まれてき まし た。 園内

には渋沢栄一の旧邸が残っ ており 、 国の重要

文化財にも 指定さ れています。

王子の顔と し て鎮座する飛鳥山公園の自然・

文化・ 歴史を活かし 、より 親し みやすく 再生し 、

飛鳥山から の眺望を 考慮し た駅前景観を 創出

するこ と により 、 王子駅周辺の魅力を 高めて

いきます。

王子駅周辺に は、 飛鳥山公園を はじ め、

石神井川や音無親水公園、 王子神社な ど の

潤いある 自然資源が集積し ていま す。 また、

東京さ く ら ト ラ ム（ 都電荒川線） の併用軌道

がつく る 王子駅前の象徴的な 景観や、 狐の

行列や渋沢栄一な ど と いっ た歴史・ 文化に

も 恵まれています。

利便性の高い 交通結節点で あ り な がら

自然・ 文化・ 歴史を 感じ ら れる 駅前空間は、

王子な ら で はの魅力で す。

こ れら の地域資源を 巡る ネッ ト ワーク の

形成やみどり 空間の充実を 図っ ていき ます。

アク セスし やすく 、

来街者を迎え入れる

エント ラ ンス空間

飛鳥山公園の再生

博物館

史料館

王子なら ではの
地域資源の集積

王子神社

音無親水公園

あすかパーク レ ール

醸造試験所
跡地公園

飛鳥山公園

都電

石神井川

○飛鳥山公園等が持つ自然・ 文化・ 歴史と いっ た ま ち の資源を 活かすと と も に、 景観

ま ち づ く り な ど に よ り 、 ま ち のポ テ ン シ ャ ルを さ ら に 高め、 王子の顔と し て 地域

イ メ ージ の強化を 図り ま す。

ミ ッ ショ ン： まちの資源を 活用

（ ３ ） 　 自然･文化･歴史資源の活用

王子の顔、 飛鳥山公園の魅力の強化戦略7

自然・ 文化・ 歴史に触れる機会の創出戦略8
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▼高台避難によ る 災害対応力の強化イ メ ージ

▼災害に強い住環境の形成イ メ ージ

ミ ッ ショ ン： 安全安心を 確保

脱炭素ま ち づく り の推進に加え 、 万が一の水害時に備え た高台避難ルート の確保や、 地震

時の帰宅困難者対策の推進、 的確な 避難誘導の仕組みを 整え る な ど 、 ま ち と し て の災害への

備え を 高めて いき ま す。

堀船・ 栄町エ リ ア 等の、 工場等の施設

が点在する 木造住宅密集地域で は、 災害

時における緊急車両の通行を 確保する主要

生活道路の整備やオープンスペースの確保

等により 、 防災性および災害対応力の強化

を図っ ていき ます。

○地域の防災性や災害対応力を 高める と と も に、 脱炭素を 目指すまち づく り などによ っ て、

気候変動への適応により 災害発生を 抑制するなど、 安全安心の確保を 図り ます。

主要生活道路の整備にあわせ、
オープンスペースを確保し 、

木造住宅密集地域を改善

主要生活道路

空地

崖線を 克服し 、

高台避難ルート を 確保

新庁舎

高台

低地

災害に強い住環境の形成戦略9

発災時に備えたまちの災害対応力の強化戦略1 0

（ 4 ） 　 防災性の向上
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◆イ メ ージ

駅前の歩行者空間（ 姫路駅） 立体的な歩行者空間（ 新御茶ノ 水駅） 再整備さ れた駅前広場（ 上野駅）

0 1

0 2

0 3

0 4

0 5

0 6

0 7

0 8

各ミ ッ ショ ンを 達成するために必要な事業メ ニュ ーや目的について、「 まちづく り プロジェ ク ト 」

と し て整理を 行います。 当該プロ ジェ ク ト のう ち、 よ り 短期的な実現を 目指すも のは、 先行実施

地区の整備計画に反映し ます。

新庁舎と 駅を 結ぶ動線上に 歩行者のた ま り 空間を 確保する た め、 駅前の開発に

あわせて 、 新た な 広場機能の整備を 誘導し ま す。

駅前の歩行者のたまり 空間の確保

北口広場の歩行空間の拡充に 向け て 、 王子駅前～北本通り の通過交通の抑制を

図る た め、 迂回ルート と な る 道路の整備・ 改良を 検討し ま す。

北口駅前の車両の通過交通を 抑制

来街者を 迎え入れるエント ラ ンス空間の魅力化

鉄道や崖線による分断を 解消し 、 明治通り ・ 石神井川を 横断する歩行者ネッ ト ワーク

を 整備し ます。

歩行者ネッ ト ワーク の強化

歩行者と 自転車の交錯を解消するため、 ウォ ーカ ブル・ ガーデン（ 5 章参照） の縁辺部

に駐輪場の再配置を推進し ます。

北口・ 中央口での歩行者・ 自転車の交錯解消

高齢者や障害者を はじ めと し たさ まざまな人の公共交通の利用にも 配慮し た、 JR と

メ ト ロ の乗り 換えバリ アフ リ ールート の拡充と 案内表示の整備を 検討し ます。

バリ アフ リ ー乗り 換えルート の拡充

北口広場と 周辺の道路上に分散し ている 路線バス・ 高速バスのり ばの集約化を 検討

し ます。

バスのり ばの効率性、 利便性向上

北口・ 南口の既存の広場と 新た な 広場空間の役割を 明確にし た上で、 広場を 整備

し ま す。

広場の機能再生

駅から 新庁舎や飛鳥山公園へのア ク セ ス ルート 上に、 来街者が交流し 、 ま ち への

エ ン ト ラ ン ス空間と な る 広場等を 整備し ま す。

4 . 2 まちづく り プロジェ ク ト

ミ ッ ショ ン： 駅前を 歩行者へ開放
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◆イ メ ージ

0 9

1 0

1 1

駅前のにぎわい空間（ 日本橋） 既存スト ッ ク を 活用し た店舗（ 中央区）歩道上のにぎわい空間（ 池袋）

公園内の民間施設（ 南池袋公園） 王子の歴史・ 文化水と 緑を感じ る空間（ 立川）

◆イ メ ージ

1 2

1 3

1 4

1 5

駅前の各街区においては、「 にぎわい拠点」 の形成に向けて、 土地の有効・ 高度利用

と 商業・ 業務・ 文化等の都市機能の充実を 図るため、 区と 権利者と の協働により 再開発

を 促進し ます。

駅前の利便性を 活かし た「 にぎわい拠点」 の形成

基盤の整っ た北本通り 沿道や明治通り の北側は、 既存スト ッ ク を活用し て、 コ ワーキング

等新たな業務機能を誘導し 、 職住近接のまちづく り を推進し ます。

既存スト ッ ク を 活用し た機能更新

駅前のにぎわいを周辺市街地へと 波及さ せ、 地区全体の活性化を図るため、「 にぎわい

拠点」 と 周辺市街地を結ぶ道路整備を推進し 、 沿道の街並み形成を誘導し ます。

駅と まちを つなぐ 交流軸の形成

駅前に活気と にぎわいを 生み出すために、 地区の顔である 飛鳥山公園を 民間活力に

よ り 再整備し ます。

民間活力の導入による飛鳥山公園の再生

飛鳥山公園へのネッ ト ワーク の強化

水と 緑豊かな空間を 創出する ため、 石神井川遊歩道、 石神井川（ 都電脇） 周辺及び

北本通り 等の公共空間や民有地を 含めう る おいのある空間形成を 推進し ます。

水と 緑のゆと り を 感じ る新たな空間の創出

交流人口の増加を 図る ため、 王子なら ではの魅力的なイ ベン ト や情報発信のツ ール、

分かり やすい案内表示の整備を 検討し ます。

王子なら ではの歴史や文化の魅力発信

飛鳥山公園を 中心と する 観光周遊動線を 形成する ため、 遊歩道や立体横断施設等を

整備し ます。

ミ ッ ショ ン： まちの資源を活用

ミ ッ ショ ン： まちににぎわいを波及
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1 6

1 7

1 8

1 9

▼木造住宅密集地域の改善イ メ ージ

▼高台まち づく り のイ メ ージ

堀船・ 栄町地区において 、 木造住宅密集地域の改善を 図る ため、 避難経路と な る

道路の整備やオープ ン ス ペース の確保、 建物の不燃化を 促進し ま す。

木造住宅密集地域の改善

石神井川の治水整備や下水道整備等により 水害リ スク の低減を 図ると と も に、 万が一

の水害に備えたリ スク 回避のまちづく り と し て、 東側の低地から JR 線等を 越えて高台

へ避難でき る歩行者動線を整備し ます。

水害時の高台避難ルート の確保

防災拠点と し ての新庁舎を 中心にその周辺と 連携する こ と で、 災害対応拠点の形成

を 図り ます。

災害対応拠点の形成

公共交通の利用促進や自転車利用環境の整備、 省エネ・ 創エネに対応し た建築計画など、

脱炭素まちづく り を促進し 、 気候変動に対応し たスマート コ ミ ュ ニティ を目指し ます。

脱炭素まちづく り の促進

出典： 災害に強い首都「 東京」 の形成に向けた連絡会議（ 第１ 回） 資料

ミ ッ ショ ン： 安全安心を 確保
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将来都市構造0 5



　 将来都市構造4 8

王子駅周辺のまちの将来像を 具現化し 、 形成すべき 都市構造の方向性を示し ます。

ガイ ド ラ イ ンにおける将来都市構造は、 まちの中心と し て特色ある役割を 担う 「 ウォ ーカ ブル・

ガーデン」、 土地利用の特性に応じ たまち づく り の方向性を 示す「 6 つのエリ ア」、 区域内・ 外を

つなぐ ネッ ト ワーク 形成を図る「 まちの骨格軸と 都市基盤」 の 3 要素で構成し ます。

王子駅前歩道橋付近を 起点と し た、 駅前広場や新庁舎建設予定地、 飛鳥山、 音無親水公園を

含む半径約 2 0 0 m の範囲は、 王子の中心地であり ながら 幹線道路や鉄道、 崖線、 河川等が交錯

し て いま す。 それら は地域の魅力要素で ある と 同時に歩行者の回遊性を 阻害し て おり 、 ま ち

と し て の一体性に欠ける 要因と も な っ て いま す。

そこ で、 こ のエリ アを 「 ウォ ーカ ブル・ ガーデン」 と 位置づけ、 王子なら ではのウォ ーカ ブル

なまちの実現により 、 王子に住み、 訪れる人々の豊かな生活を 支えるにぎわいの中心と なるこ と

を 目指し 、 まちづく り を 進めていき ます。

ウォ ーカ ブル・ ガーデンは、 飛鳥山から ふも と へと 広がる「 庭」 と し て、 まちの地形的、 構造的

な特性を捉えつつ、 歩行者が快適さ と 楽し さ を感じ るこ と のできる回遊性を備えます。 また、 水と

みどり 豊かな居心地の良い空間を創出し 、 人々が自分の居場所を見つけながら 多様な活動や交流が

行われるこ と を促し ます。

▼ウォ ーカ ブル・ ガーデン の範囲イ メ ージ

5 . 1 ウォ ーカ ブル・ ガーデン

（ 1 ） 　 ウォ ーカ ブル・ ガーデン

0 5 将来都市構造
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「 ウォ ーカ ブル・ ガーデン」

「 コ ネク ティ ング・ コ ア」

W a l k a b l e

G a rd e n

C o n n e c t i n g

C o re

ウォ ーカ ブ ル・ ガーデン が内包する 道路、 公園、 鉄道駅、 広場、 歩行者通路等、 人の移動の

中心と なる 施設や機能を 「 コ ネク ティ ン グ・ コ ア」 と 位置づけます。 分断要素を 解消する 機能

の集積であるコ ネク ティ ング・ コ アの形成により 、 高齢者や障害者を含むすべての歩行者にと っ て

の交通利便性と 回遊性を高めながら 駅と まちと 飛鳥山を一体的につなげウォ ーカ ブル・ ガーデンを

実現し ます。

また、 コ ネク ティ ン グ・ コ アを 整備し 、 バスのり ばの集約を 図る こ と で、 路線バス・ 高速バス・

都電・ タ ク シー・ 自転車・ 徒歩などの多様な交通モード と 鉄道駅を 結ぶ交通結節機能の強化を

図り ます。

居心地が良く 、 歩き たく なる まち なか

広場や公園に ヒ ト ・ コ ト ・ モ ノ

が集まり 新たな価値を創造

コ ネ ク テ ィ ン グ・ コ ア の形成に よ り 、

ウォ ーカ ブル・ ガーデンを 実現

生活に身近な、 心地の良い居場所

庭園のよ う な 歩く 楽し さ 、 水と みど り

の豊かさ

駅を 中心に６ つのエリ アがつながる

ヒ ト ・ コ ト ・ モノ が集まる

人の移動を支えるまちの中核

重点プロ ジェ ク ト が詰まっ たまちづく り

の核

◆分断を解消するコ ネク ティ ング・ コ アのイ メ ージ

（ 2 ） 　 コ ネク ティ ング・ コ ア

王子駅周辺まちづく り

ガイドライン
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コ ネク ティ ン グ・ コ アの一部である 広場について、 駅前には北口・ 南口それぞれに広場機能を

配置し 、 中央口付近には駅直近のほか、 新庁舎や飛鳥山公園の入り 口にも 人々が滞在でき る 広場

空間を 配置し 、 それぞれで機能分担を 行います。

バスと タ ク シー等を 中心と し た利用形態と し ていき ます。 また、 歩行者空間の充実を 図っ て

いき ます。

【 北口広場】 【 中央口付近の広場】 【 南口の広場】

バス・ 一般車歩行者中心バス・ タ ク シー・ 歩行者

JR JR JRメトロ メトロ都電

▼広場の機能分担イ メ ージ

北口広場

歩行者を 中心と し た利用形態と し ていき ます。 それぞれの広場を つなぐ 歩行者ネッ ト ワーク

を 形成し ていき ます。

中央口付近の各広場

バスと 一般車を中心と し た利用形態と し ていき ます。

南口広場
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拠点形成エリ ア

地域交流エリ ア

都市機能誘導エリ ア

次世代住工複合エリ ア

公園エリ ア

自然・ 文化・ 歴史エリ ア

▼エリ ア区分図

▼エリ ア区分イ メ ージ

地区の魅力と 課題、 現状の用途や地形、 周辺における 開発動向などを 総合的に考慮し 、 ガイ ド

ラ イ ンの地区を ６ つのエリ アで整理し ます。

グラ ンド デザイ ンでは３ つのゾーニングレ ベル（ 都市機能集積ゾーン、次世代住・ 工複合ゾーン、

自然・ 歴史・ 居住共存ゾ ーン ） で 整理し て いま し た が、 ガ イ ド ラ イ ン で は６ つのエ リ ア 別の

ま ち づく り の方向性を 示すこ と で 、 き め細かく 地区の特性を 活かし たま ち づく り を 進めま す。

都市機能集積ゾーン

< グランド デザイン>

< ガイド ライン>

拠点形成
エリ ア

地域交流
エリ ア

自然・ 歴史・ 居住共存ゾーン 次世代住・ 工複合ゾーン

都市機能
誘導エリ ア

公園エリ ア
自然・ 文化・
歴史エリ ア

次世代住工
複合エリ ア

5 . 2 ６ つのエリ ア

（ １ ） 　 エリ ア区分について
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▼拠点形成エリ アの位置図

▼地域交流エリ アの位置図

▼都市機能誘導エリ アの位置図

◆エリ アの特性

過去には製紙工場が立地し 、 王子のまち を けん引し て

き たエリ アです。 現在は印刷局の工場や商業施設が位置

し ます。

◆まち づく り の方向性

商業・ 業務・ 住宅等の複合的な 土地利用によ り 高度

利用を 促進し 、 王子の顔にふさ わし い、 魅力ある 拠点

形成を 図る エ リ ア で す。

◆エリ アの特性

広幅員の北本通り に面する エ リ ア で す。 学校な ど と

つながる 北本通り 沿道には商店が、 駅近く には北と ぴあ

があり ます。

◆まち づく り の方向性

北本通り 沿道の公共的空間の充実を図り 、 来街者や地域

住民等によるコ ミ ュ ニティ の交流を促進するエリ アです。

◆エリ アの特性

道路や公園な ど の基盤整備が完了し て おり 、 比較的

新し い建物が建ち 、 商業・ 業務・ 住宅が混在する エリ ア

です。

◆まち づく り の方向性

質の高い都市スト ッ ク を 活かし 、 王子駅周辺の商業・

業務集積を 支え、 職住近接のまち づく り を 実現し ていく

エリ アです。

1 .　 拠点形成エリ ア

2 .　 地域交流エリ ア

3 .　 都市機能誘導エリ ア

（ ２ ） 　 エリ ア別のまちづく り の方向性
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▼公園エリ アの位置図

▼自然・ 文化・ 歴史エリ アの位置図

▼次世代住工複合エリ アの位置図

◆エリ アの特性

王子の最大の観光資源で ある 唯一無二の存在＝飛鳥山

公園が位置し ます。

◆まち づく り の方向性

王子駅周辺の顔と し て 、 飛鳥山公園のさ ら な る 魅力

向上と 、 周辺の回遊性向上に資する 再整備を 図り ま す。

◆エリ アの特性

東京十社で ある 王子神社が位置し ま す。 王子神社は

当初、 王子権現と いう 名称で 、 現在の『 王子』 の地名

の由来と も な っ て いま す。 自然と 文化と 歴史が一体と

な っ たエ リ ア で す。

◆まちづく り の方向性

駅前から 連なる 商店街と 王子神社及び参道の趣のある

まち 並みの調和を 図り ます。

王子神社の歴史を 守り つつ、 周辺地域では歴史的環境

の保全によ り 付加価値を 向上し ます。

◆エリ アの特性

狭あいな道路が多く 建物が密集し ており 、 防災面で不安

を抱えるエリ アです。 住宅と 工場が混在し ています。

◆まちづく り の方向性

コ ミ ュ ニ テ ィ に 根ざ し た 次世代の居住・ 産業の場

と し て 、 住工の調和のと れた 複合市街地の再生を 図る

エ リ ア で す。

４ .　 公園エリ ア

５ .　 自然・ 文化・ 歴史エリ ア

６ .　 次世代住工複合エリ ア
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グラ ン ド デザイ ン で は、ま ち の骨格軸と し て 、水辺空間の利活用を 図っ ていく「 石神井川軸」、

緑のネッ ト ワーク 化を 図っ ていく 「 崖線軸」、 公共交通を 活用し 周辺地区と の連携強化を 図っ て

いく 「 周辺地区と の連携軸」 を 位置付けま し た。 ガイ ド ラ イ ン で は新たに、ウォ ーカ ブ ル・ ガー

デン と 周辺エ リ ア を つな ぎ 、 地区全体の魅力向上を 図る 新たな ま ち の骨格軸を 位置づけま す。

ま た、 地形的な分断要素と なっ ている 石神井川軸・ 崖線軸を 横断し 、 エリ ア 間を つなぐ 新たな

都市基盤を 位置付けま す。

北本通り のゆと り ある 道路空間を 活かし 、 後背地の住民・ 従業者・ 学生等の交流の場と し て

アク ティ ビ ティ を 創出し 、 魅力的な都市機能の立地を 図っ ていき ます。

王子駅南側に広がる 住工複合エリ アで、 防災性及び災害対応力の強化を する ための空間形成

を 図っ ていき ます。

崖線軸によ る 分断を 解消し 、 東西の歩行者の回遊性を 高め、 万が一の水害時に備えた、 低地

から 高台への避難ルート を 確保するため、 東西を 結ぶ通路機能の拡充を 図っ ていき ます。

南北交流軸と 東西防災軸を 結び石神井川軸によ る 分断を 解消し 、 南北のエ リ ア 間を つな ぐ

こ と で 、 にぎわいの相乗効果を 発揮さ せ、 ま ち の活性化を 図っ て いき ま す。

ウォ ーカ ブル・ ガーデン 内で、幹線道路と 生活道路を つなぎ、通過交通を 抑制し ながら 歩行者・

自転車を はじ め車両も 通行でき る地区内交通の主要動線と する と と も に、 北区の防災拠点である

新庁舎から 周辺地区の円滑な防災対応に資するよ う 整備を 推進し ていき ます。

◆東西防災軸

◆南北に新たな往来を 生み出す貫通道路

◆東西の歩行者ネッ ト ワーク

◆南北交流軸

5 . 3 まちの骨格軸と 都市基盤
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北口

中央口

南口

交流の場と し てアク テ ィ ビ ティ を 創出し 、
魅力的な都市機能の立地を 図る 南北交流軸

防災性及び災害対応力を強化する ための
空間形成を 図る東西防災軸

石神井川軸

崖
線

軸

南
北
交
流
軸

東西防災軸
回遊性を 高め、 高台避難にも 資する
東西の歩行者ネッ ト ワーク

南北のまち を つなぎ、 新たな
往来を 生み出す貫通道路

N

▼骨格軸と 都市基盤図
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南北交流軸

東西防災軸

石神井川軸石神井川軸

崖線軸

貫通道路

凡例

N

▼将来都市構造図

「 ウォ ーカ ブ ル・ ガ ーデン 」、「 6 つのエ リ ア」、「 ま ち の骨格軸と 都市基盤」 から 形成する 、

ガイ ド ラ イ ン 区域の将来都市構造図を 示し ま す。

5 . 4 将来都市構造図
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まちづく り の実現に向けて
「 王子共創」 による

0 6
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▼公民連携のイ メ ージ

■連携がまちの価値向上につながる ■多様な主体が連携する ■実践し ながら 進める

ガイ ド ラ イ ン に示すま ち づく り を 実現する ためには、「 王子共創」 のコ ン セ プ ト のも と 区を

はじ めと する 行政と 、 区民、民間事業者等がそ れぞれの役割を 担い、 互いに連携・ 協働し て

取組むこ と が不可欠で す。 王子の魅力や価値の向上につな がる 民間の取組みを 支え る た め、

区を はじ めと し た 行政は公共施設の整備・ 活用やし く みづく り な ど で 下支え し て いき ま す。

公民連携によ る ま ち づく り を 実現する ため、 エ リ ア マネジ メ ン ト の導入を 検討し ま す。 具体

的なエリ アマネジメ ン ト の取り 組みと し ては、まち 並み景観の誘導、地域美化やイ ベン ト の開催・

シティ プロ モーショ ン の展開、 公共施設の自主管理等が考えら れます。

エ リ ア マ ネジ メ ン ト の導入に向けて、 ま ずはま ち づく り に関わる 多様な 主体が連携し 協議・

調整する 場を つく り ま す。 新し い連携の場を 通じ てま ち づく り の機運を 高めながら 、 将来的に

はエリ ア マネジメ ン ト 組織の設立や安定し た自主財源の確保等によ り 、 持続可能な運営体制を

目指し ます。

小さ く 始めて、 徐々に拡大小さ く 始めて、 徐々に拡大

準備準備 評価評価

実行実行

場をつく る

と り あえず

やっ てみる

場をつく る

と り あえず

やっ てみる

前後の変化を

把握する

前後の変化を

把握する

課題の共有

担い手探し

課題の共有

担い手探し

公共公共 共創共創 民間民間

王子の魅力・ 価値向上王子の魅力・ 価値向上

Pu b l ic Priva tePa rtn e rsh ip

住民住民

商店街商店街

企業企業

地権者地権者 行政行政

町会
自治会
町会

自治会

開発
事業者
開発

事業者

多様な主体の参加

により 創意工夫が

結集さ れたまち

づく り の取組み

6 . 1 まちづく り を進めるための共創体制の充実

（ 1 ） 　 公民連携によるまちづく り の推進

（ 2 ） 　 エリ アマネジメ ント による魅力・ 価値の持続的な向上

0 6 「 王子共創」 によるまちづく り
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▼ガイ ド ラ イ ン 策定後の推進体制のイ メ ージ

▼まち づく り の段階に応じ た体制づく り

ガイ ド ラ イ ン に掲げる まちづく り を 着実に推進するため、「 王子共創」 を 具体化する 体制を 構築

し ます。 そのためには、 関係者による実効性の高い協議が行われると と も に、 関連するプロジェ ク ト

と も 連携が可能と なるよう 、 柔軟かつ戦略的な体制と する必要があり ます。

まずは、 推進体制の中心と し て「（ 仮称） 王子共創会議」 を設置し ます。 まちづく り の専門家（ 学識

経験者）、関係事業者、行政機関のほか、王子駅周辺のまちづく り に関わる地元関係団体代表等が参画し 、

各事業の進捗を確認し ながら 、 ガイド ラ インの改定やまちづく り に関する計画の策定等について協議

し ます。

また、 新し い公民連携の場と し て、 地域の課題解決や魅力向上を 目的と し た連携・ 協議のため

のエリ アプラ ッ ト フ ォ ームを 構築し ます。 エリ アプラ ッ ト フ ォ ームでは、 王子まち づく り 協議会

を はじ め、 地域コ ミ ュ ニティ を 支える 町会・ 自治会や商店会、 産業団体等に加え、 まち づく り に

関わる 企業や開発事業者、 N PO 、 外部の専門人材等がゆる やかに連携し 情報共有を 行う こ と で、

まちづく り の機運醸成を図り 、 ガイ ド ラ イ ン等へのフ ィ ード バッ ク や情報発信、 多様な主体が連携

し たまちづく り の実践、 エリ アマネジメ ント の実現へと つなげていき ます。

（ 3 ） 　 ガイ ド ラ イ ン策定以降の共創体制

の実現に向けて
王子駅周辺まちづく り

ガイドライン
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まち づく り の実現に向けて、 区民、 事業者、 行政等の多様な主体がガイ ド ラ イ ン を まち づく り

の手引き と し て共有し 、 それぞれの役割を 果たし ながら 連携・ 協働し て「 王子共創」 によ る ま ち

づく り が進めら れる よ う 活用し て いき ま す。

区民等 行政等

相互に協働・ 連携

ソ フ ト ・ ハード の施策が

連携し た一体的な取組み

事業者等

地域ごと のまちづく り

組織の立ち上げ

地域主体のまちづく り

活動の実施・ 運営

良好なまちづく り へ向けた

開発事業の実施・ 管理

地域ごと の特性に応じ た

詳細なまちづく り

ビジョ ン・ ルールの検討

ガイ ド ラ イ ンを踏まえた

開発構想の検討

開発計画に関する

行政協議

ガイ ド ラ イ ンの共有

都市計画の策定など（ 地区計画等の活用）

指導・誘導

支援

「 まちの将来像」 の実現

◆区民等の役割

区民はま ち に関心を 持ち 、 様々な機会を 通じ てま ち づく り に参加する と と も に、 それぞれが

まち の価値を 高め魅力を 発信し ていく 主体と なり ます。 また各団体はそれぞれの取り 組みを 実行

し ながら 、 まち の将来像実現に向けて連携を 図り ます。

◆事業者等の役割

各事業者はガイ ド ラ イ ン に基づき 、 それぞれの事業性と 公共性を 考慮し た、 持続可能な開発や

土地の活用、 事業展開を 進める と と も に、 良好なまち づく り に向けて連携を 図り ます。

◆行政等の役割

北区は、 関係者が共創する ための場や制度を 整え、 区民参加や公民連携の機会を 積極的に

つく る と と も に、 公共施設、 公共空間の整備、 活用を 戦略的に 進める こ と で ま ち づく り を

け ん引し ま す。 ま た、 関係する 行政機関は王子共創の理念と ま ち づく り の方向性を 尊重し 、

区民や事業者と 北区が共に進める ま ち づく り が円滑に進むよ う 必要な 支援を 行いま す。

6 . 2 ガイ ド ラ イ ンの運用

（ 1 ） 　 多様な主体の役割と 連携
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ガイ ド ラ イ ン は、 現時点の王子駅周辺地区のま ち づく り と し て実現すべき 指針等を 示し たも のです。 まち

づく り の進捗や社会経済情勢の変化等にあわせて、 策定や改定から ５ 年を 目安にガイ ド ラ イ ン 改定の必要性

を 検証し たう えで、 柔軟に見直し を 行います。

（ 2 ） 　 ガイ ド ラ イ ンの運用の考え方
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ミ ッ ショ ン

駅前を歩行者へ開放

戦略１ 　 　 駅前の歩行者空間の拡充

戦略２ 　 　 駅と まちをつなぐ 歩行者ネッ ト ワーク の拡充

戦略３ 　 　 だれも が安全に利用でき る駅前空間の形成

戦略４ 　 　 分かり やすく 利用し やすいバス等の乗り 場形成

戦略５ 　 　 都市機能が集積し た新たな拠点の形成

戦略６ 　 　 アク ティ ビティ を生み出す交流軸の形成

戦略７ 　 　 王子の顔、 飛鳥山公園の魅力の強化

戦略８ 　 　 自然・ 文化・ 歴史に触れる機会の創出

戦略９ 　 　 災害に強い住環境の形成

戦略 1 0 　 発災時に備えたまちの災害対応力の強化

交通拠点機能の強化

にぎわいと 活力の創出 まちににぎわいを波及

防災性の向上 安全安心を 確保

自然・ 文化・ 歴史資源

の活用
まちの資源を活用

まち づく り の
基本方針 まち づく り の戦略

ガイ ド ラ イ ンは約 3 0 年後を見据えた方針と し ていますが、 着手でき る取組みから 順次実施し て

いきます。まちづく り プロジェ ク ト の取組み期間を短期（ 約1 0 年）、中期（ 約2 0 年）、長期（ 約3 0 年）

と し て、 段階的に事業展開を図り まちの将来像を 実現し ていき ます。 特に新庁舎の完成にあわせて

必要な取り 組みは、短期での一定の整備を図り ます。なお、先行実施地区での概ね1 5 年間の取組みは、

王子駅前まちづく り 整備計画（ ７ 章） のなかで示し ます。

6 . 3 まちの将来像実現に向けたロード マッ プ
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まち づく り プロ ジェ ク ト
< 短期 >

～約 1 0 年

< 中期 >

～約 2 0 年

< 長期 >

～約 3 0 年

駅前の歩行者のたまり 空間の確保

北口駅前の車両の通過交通を抑制

来街者を迎え入れるエント ラ ンス空間の魅力化

歩行者ネッ ト ワーク の強化

北口・ 中央口での歩行者・ 自転車の交錯解消

バリ アフ リ ー乗換えルート の拡充

バスのり ばの効率性、 利便性向上

広場の機能再生

駅前の利便性を活かし た「 にぎわい拠点」 の形成

既存スト ッ ク を 活用し た機能更新

駅と まちを つなぐ 交流軸の形成

民間活力の導入によ る飛鳥山公園の再生

飛鳥山公園へのネッ ト ワーク の強化

水と 緑のゆと り を 感じ る 新たな空間の創出

王子なら ではの歴史や文化の魅力発信

木造住宅密集地域の改善

水害時の高台避難ルート の確保

災害対応拠点の形成

脱炭素まち づく り の促進

0 1

0 2

0 3

0 4

0 5

0 6

0 7

0 8

0 9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

新庁舎の整備完了

先 行 実 施 地 区 で の 整 備 期 間
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ガイ ド ラ イ ン で示し たまち づく り を 実現する ためには、 地域特性に合わせ、 様々な手法を 組み

合わせて実施する と と も に、 適切な事業主体を 定め各主体が連携し ていく 必要があり ます。 こ こ

では、 ガイ ド ラ イ ン 区域内で 考えら れる ま ち づく り 手法を 例示し ま すが、 こ れに限る も のでは

なく 状況に応じ て、 追加・ 検討し 、 適切に実施し ていき ます。

建築物等を規制し 望まし いまちへ誘導する代表的な手法と し て、都市計画法に基づく 「 地区計画」

があり ま す。 道路や公園等の地区施設の配置等や建築物のルールを 定める こ と がで き 、 以下の

よ う な類型があり ます。

〇一般型地区計画…地区のまちづく り の方針や建築物の用途・ 形態等のま ち づく り のルールを

定め、 望まし いまち へ誘導し ていく も のです。 地区計画の基本形と なり ます。

〇街並み誘導型地区計画…建築物の壁面や高さ 等を 一定の範囲内に規制する こ と で、 土地の

有効利用を 推進し 、 良好な街並みを 形成する も のです。

〇再開発等促進区を 定める 地区計画…ま と ま っ た規模の低未利用地の土地利用転換を 図り 、

建築物と 公共施設の整備を 一体的かつ総合的に計画する こ と によ り 、 土地の有効利用や地域

の活性化の拠点づく り 等を 誘導する も のです。 北区では工場跡地であっ た豊島四丁目地区や

豊島五・ 六丁目地区に導入し ています。

〇防災街区整備地区計画…地区の防災性の向上を目的と し 、 特定防災機能の確保と 土地の合理的

かつ健全な利用を 図るも のです。 北区では上十条三・ 四丁目地区や志茂地区など木造住宅密集

地域に導入し ています。

〇新たな防火規制…都市計画法以外にも 東京都建築安全条例に基づき 、 建築物の不燃化を 促進

するための制度も あり ます。

一定の面的な範囲に対し て、 老朽化し た建築物の更新や街区の再編、 都市基盤などを 一体的に

整備する手法で、 以下のよう な事業があり ます。

〇市街地再開発事業…都市再開発法に基づき 、 老朽建築物が密集し て いる 地区等において 、

細分化さ れた 敷地の統合、 不燃化さ れた 共同建築物の建築、 広場等の公共施設の整備等

を 行う こ と によ り 、 土地の合理的かつ健全な 高度利用と 都市機能の更新を 図る 事業で す。

従前の権利は原則、 再開発ビ ルの床に置き 換えら れま す。

〇防災街区整備事業…市街地再開発事業と 同様に、 土地・ 建物から 建築物への権利変換

に よ る 共同化を 基本と し つ つ、 土地から 土地への権利変換も 可能と する 柔軟な 手法が

認めら れて いま す。

〇住宅市街地総合整備事業（ 密集住宅市街地整備型） …老朽住宅等の建替え と 身近な 公園・

道路の整備等を 促進する こ と によ り 、住環境の改善と 、防災性の向上な ど を 図る 事業で す。

6 . 4 まちの将来像実現のためのまちづく り 手法

（ 1 ） 　 規制・ 誘導手法

（ 2 ） 　 市街地整備手法
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道路や公園・ 広場、 交通施設等の都市基盤を 整備する にあたり 、 国の支援事業と し て 以下の

よ う な事業があり ます。

〇都市再生整備計画事業…都市再生整備計画に基づく まち づく り の目標を 達成する ために必要

な幅広い施設整備（ 歩行者デッ キ・ 広場等） に対し て支援さ れる事業です。

〇都市・ 地域交通戦略推進事業…交通事業と まちづく り が連携し た総合的かつ戦略的な交通施策

の推進を図る事業です。

〇まち なかウォ ーカ ブル推進事業…車中心から 人中心へと 転換を 図る 、 まち なかの歩いて移動

でき る 範囲において、 滞在の快適性の向上を 目的と し て道路・ 公園・ 広場等の整備や修復・

利活用、 滞在環境の向上に資する取組みにより 「 居心地が良く 歩き たく なる」 まちなかづく り

を推進する事業です。

〇街路事業（ 道路事業） …車や歩行者の通路と なる 道路を 整備する 事業で す。 交通結節点を

改善する ために行われる も のも あり ます。

〇都市公園事業…都市公園法に基づく 公園を 整備する事業です。

（ 3 ） 　 都市基盤整備手法
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